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当別ふれあいバス 平成２２年４月１日ダイヤ改正および路線変更案

１ あいの里線の延長

現在、北海道医療大学あいの里キャンパスを終点としているあいの里線について、ＪＲあいの里教育

大駅を経由する路線へと延長する。

目的 ＪＲ学園都市線との接続の確保と、買い物利用者の利便性を向上させ、増収を図る。

概要 路線は０．２km延長し、所要時間は１～２分程度増加する。

現在のダイヤで数分の余裕があるため、今回はこの中で調整。時間の変更は行わない。

あいの里教育大前の停留所は廃止、１月から３月の間で、周知を行う。

路線案

あいの里線変更後路線図 ＪＲあいの里教育大駅詳細図

２ バス停留所の追加と変更・廃止

新規追加

1 17「東町団地」と18「伊達記念館」の間に「元町」を追加。

～ 停留所間が600mあり、住宅街もあり住民の利便性を向上させるため。

② 35「ヒルズE5-3-7」より東側のスウェーデンヒルズ東端に「ヒルズE5-3-17」を追加。

～ 住宅街の東端で住宅街につながる交差点もあり、一定の利用者が見込めるため。

③ 路線変更により、あいの里公園付近ローソンの横に「あいの里4条8丁目」を追加。

④ 路線変更により、あいの里産婦人科近くに「あいの里東中学校」を追加。

⑤ 路線変更により、あいの里教育大駅前ロータリーに「JRあいの里教育大駅」を追加。

※ ①は市街地循環線、②～⑤は西当別あいの里線

変更

① 10「当別入口」を「つじの蔵」に変更。

～ 名称と場所の関連性が無く分かり辛いため、付近の施設名称に変更する。

② 46「長寿園入口」を南側に100ｍ程度、移動。

～ 次のバス停47「太美郵便局」まで500mあり、停留所間の距離の均等化のため移動する。

廃止

① 路線変更により、52「あいの里教育大」を廃止。
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３ 夕方便の減便

現在は夕方5時以降4台で運行しているが3台の運行に切り替え、運行経費の削減を図る。

市街地循環線 ～ 昇順8便（18:40）を減便

降順7便（17:30）を減便

西当別あいの里線 ～ 当別駅行き11便（18:25）を2分早める。

その後折り返すあいの里行き13便（19:00）を7分遅らせる。

金沢線 ～ 医療大行き13便（18:30）を減便

代わりに日中に当別駅行き（16:43）を追加

上記に連動して、医療大行き11便（16:55）を５分遅らせる

上記に連動して、当別駅行き10便（17:13）を５分遅らせる

西当別あいの里変更の影響で当別駅行き12便（18:48）を7分遅らせる。

みどり野青山線 ～ 青山会館行き7便（17:20）、当別駅行き8便（18:00）を20分遅らせる。

４ 乗換利便性を向上させるダイヤ改正

現在はあいの里線と金沢線の乗り継ぎは配慮して作成している。このほか、西当別・あいの里線とみ

どり野・青山線の乗り継ぎの利便性向上を図るダイヤ改正を行う。またこの調整により、みどり野・青

山線を１台のバスで運行できるようになり、バスの車両面で効率的に運行できるようになる。

みどり野青山線 ～ 当別駅行き2便（08:40）を5分早める。

みどり野会館行き2便（09:05）を10分遅らせる。

当別駅行き3便（09:35）を8分遅らせる。

みどり野会館行き5便（13:50）を2分遅らせる。

当別駅行き7便（15:50）を2分早める。

その他、金沢線、西当別あいの里線についてダイヤを微調整する。

金沢線 ～ 当別駅行き3便（10:38）を5分早める。

西当別あいの里線 ～ 上記に連動して、あいの里行き5便（10:50）を5分早める。

当別駅行き6便（13:05）を3分遅らせる。

５ １日乗車券の作成

現在の料金体系では、２路線に跨り往復乗車すると８００円かかり、安価な料金とは言いがたい。安

価な１日乗車券を作成して、物理的な乗換障壁だけでなく、金銭的な乗換障壁を取り払うことで、通常

利用者の利用者増加と、観光客などが１日利用するなどの単発利用者の取り込みを図る。

金額案 一般 ５００円、小学生・障害者・介護人 ３００円


